The design of the cenotaph in the Innsbruck court church by 吉澤 京子
インスブルック宮廷教会の皇帝墓碑
―意匠をめぐる考察―













































































































（５）ウィーン美術史美術館所蔵、Inv. Nr. KK４９７１。Frenzel, Monika, “The Cenotaph of Emperor Maximilian
I in the Innsbruck Court Church”, Innsbruck２００３, p.５; Maximilian.Triumph eines Kaisers/Herrscher






























（８）Jacque Androuet Du Cerceau, “Seconde livre d’architecture”, Paris１５６１; Hans Vredeman de Vries,
“Grafmonumenten...,１５６３Antwerpen等。
（９）イタリア・ルネサンスの墓碑には大きく見て２つのタイプがある。一つは壁面に石棺と建築構造を垂
直に積み上げていき故人の生前の姿を全身像または胸像で置くもの、 もう一つは台形の棺の蓋の上に、
故人が仰向けに横たわるかあるいは上半身を捩じって頬杖をつく姿で表されるもの（前者の例として
アントニオ・ポッライウォーロ作法王シクストゥス４世の墓碑、後者の例としてアルフォンソ・チッ
タデッラに帰せられるマントヴァ侯爵フランチェスコ・ゴンザーガの墓碑の図案）である。
（１０）岩井瑞枝氏は「フランスのマニエリスム美術」の中で次のように述べている。「１６世紀中葉は、金銀
細工の黄金時代であり、版画家でもあった金工家による、奇想的な意匠を刻んだ版画の黄金時代であ
った。……それらの装飾的意匠は版画を通じて広く伝播し、いわば全ヨーロッパに共有されている。」
（『世界美術大全集』第１５巻、１９９６年、p．１８５）
―１４６―
